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今
月
か
ら
紙
面
構
成
が
変
わ
り
ま
す
！ 

 

今
ま
で
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ブ
だ
よ
り
を
、
毎
月
お
届
け
し
て

き
ま
し
た
が
、
今
後
は
不
定
期
の
発
行
と
な
り
ま
す
。 

 

そ
の
代
わ
り
に
、
ち
ょ
っ
と
お
休
み
し
て
い
た
「
理
事
の

つ
ぶ
や
き
」
や
、「
会
員
の
皆
さ
ま
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
な

ど
を
語
っ
て
い
た
だ
く
」
な
ど
新
企
画
を
用
意
し
て
い
ま
す
。  

 

ぼ
ら
ん
て
ぃ
あ
通
信
も
、
今
月
で
４
３
７
号
を
迎
え
ま
し

た
。
読
者
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
、
発
行
で
き
て
い
ま
す
。
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

認定特定非営利活動法人 相模原ボランティア協会 

 

けやき体育館では福祉団体（五団体）がお店を出しま

した。 

ボランティア協会も皆さんから出していただいた品、

手芸グループ「華」の手作り品で参加。前日から会場づ

くりや品物の値付けなどをしました。 

開場前には大勢の人達の列が出来るほどの盛況でし

た。毎年楽しみに来ていますという顔なじみの人も多

く、賑やかに交流しながらのお買い上げ。   （杉﨑） 

           ＊次頁に続きます。 

  

 

 

 
 

 
 

通
常
総
会
の
ご
案
内 

 

二
〇
一
八
年
度
の
通
常
総
会
を
次
の
通
り
開
催
し
ま
す
。 

開
催
通
知
と
議
案
書
は
後
日
お
届
け
し
ま
す
が
、
ご
出
席 

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
予
定
く
だ
さ
い
。 

 

日
時 

五
月
二
十
日
（
日
）
午
後
二
時
〜
四
時 

 

会
場 

あ
じ
さ
い
会
館
六
階
展
示
室 

 

議
事 

①
事
業
報
告 
 

 

②
会
計
報
告 

 
 

 
  

③
事
業
計
画
案 

  

④
予
算
案 

※
年
に
一
度
の
大
切
な
総
会
で
す
。
是
非
ご
出
席
く
だ
さ
い
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

理
事
一
同 

 
 

 
 

お
知
ら
せ
！ 

 
 

 

五
月
八
日
（
火
）、
エ
フ
エ
ム
さ
が
み
『
竹
中
通
義
モ
ー
ニ

ン
グ
ワ
イ
ド
』
の
番
組
中
（
九
時
五
分
～
二
十
分
の
間
）
に
、 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
の
活
動
内
容
な
ど
が
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

形
式
で
紹
介
さ
れ
ま
す
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
ら
れ
る
の

は
吉
留
理
事
で
す
。 

 

皆
さ
ん
、
事
前
に
８
３
・
９
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
に
し
っ
か
り
チ

ュ
ー
ニ
ン
グ
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

  
 

第45回相模原市民桜まつりに参加しました 

今年は桜の花がいつもよりとてもきれいに咲いたのに、ちょっと早く咲

いてしまい残念。でも、人出はいつものように大にぎわいでした。 

 福祉バザー 

 



                              

ぼ
ら
ん
て
ぃ
あ
通
信
版 

ツ
イ
ッ
タ
ー
コ
ー
ナ
ー 

 
 

 
 

 
 

 

勝
部 

幸
三 

宇
宙
の
し
く
み 

こ
の
紙
面
を
借
り
て
宇
宙
の
し
く
み
に
つ
い
て

一
言
。 

物
事
の
は
じ
ま
り
は
あ
る
時
刻
よ
り
以
前
に
は

存
在
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
が
、
そ
の
時
刻
以
後

に
は
存
在
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
言
い
ま

す
。 人

間
の
場
合
に
は
、
そ
れ
ま
で
い
な
か
っ
た
赤

ち
ゃ
ん
が
「
誕
生
し
た
」
と
言
い
ま
す
。 

こ
の
い
い
方
を
天
体
の
場
合
に
も
応
用
し
て
、

地
球
の
誕
生
、
太
陽
系
の
誕
生
、
星
の
誕
生
、
銀

河
の
誕
生
と
言
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

地
球
の
誕
生
で
は
、
宇
宙
の
塵
粒
が
集
ま
っ
て
、

地
球
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。 

太
陽
系
、
星
、
銀
河
ば
か
り
で
な
く
、
赤
ち
ゃ

ん
も
、
宇
宙
の
原
子
や
分
子
の
よ
う
な
物
質
が
集

ま
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
組
合
せ
を
つ
く
っ
て
出
来

て
い
る
も
の
な
の
で
す
。 

 
 

 

「
宇
宙
の
し
く
み
」
磯
部
琇
三
著
よ
り 

  

ぼらんてぃあ通信  
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傾
聴
情
報
交
換
会 

三
月
二
十
二
日
（
木
）
あ
じ
さ
い
会
館
で
傾

聴
情
報
交
換
会
が
あ
り
ま
し
た
。 

参
加
者
は
先
日
の
傾
聴
入
門
講
座
を
受
講

終
了
し
た
方
九
名
と
、
既
に
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
活
動
し
て
い
る
十
一
名
の
方
で
し

た
。 先

ず
、
髙
橋
会
長
か
ら
「
傾
聴
活
動
グ
ル
ー

プ
」
を
作
っ
た
い
き
さ
つ
と
思
い
に
つ
い
て
の

話
が
あ
り
、
西
本
会
員
か
ら
は
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
の
姿
勢
（
基
本
ル
ー
ル
）、
実
際

に
傾
聴
活
動
を
行
う
上
で
の
注
意
事
項
等
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

次
に
、
自
己
紹
介
で
す
。
新
し
い
方
は
こ
れ

か
ら
の
思
い
や
心
配
事
等
に
つ
い
て
話
さ
れ
、

活
動
中
の
方
は
今
担
当
し
て
い
る
利
用
者
さ

ん
の
様
子
、
対
応
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。 

皆
さ
ん
の
傾
聴
に
対
し
て
の
関
心
の
深
さ
や

熱
意
を
感
じ
ま
し
た
。 

結
果
、
今
回
講
座
を
受
講
さ
れ
た
方
二
十
六

名
中
七
名
の
方
が
、
ボ
ラ
協
に
入
会
さ
れ
、
八

名
の
方
が
傾
聴
活
動
に
参
加
さ
れ
る
事
に
な

り
、
暫
定
で
す
が
担
当
も
決
ま
り
ま
し
た
。 

予
定
時
間
を
過
ぎ
、
盛
況
の
う
ち
に
交
換
会

は
終
了
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

（
石
関
） 

   

桜まつりでは多くの皆様に協力していただきました。バザーでは各種の品物をご寄

付いただき、模擬店やバザーでの上手な売り込み、多くの方の力が結集した２日間で

した。また会場準備にもご協力いただきました。 

 桜まつりで皆様から寄せられた寄付などは今後の協会の事業に生かされます。 

皆様のご協力、本当にありがとうございました。 来年もよろしくお願いします。 

 

パレード 

 けやき会館の駐車場ではボランティアグループが出

店。ボランティア協会では、玉こんにゃく、甘酒、だん

ご、のり巻き、そして組みひも体験です。子どもさんは

台の上でハンドルをまわしてもらいますが、結構力がい

るので、まわりでかけ声をかけてもらい汗をかいて楽し

く体験していました。 

大勢の人達が携わっている姿を見て「私もボランティ

アをしてみたい」という声も聞かれました。仲間が増え

ると嬉しいですね。 （杉﨑） 

 

模擬店・体験コーナー 
 桜まつり2 日目の市民パレードに参加しました。ハ

ンディキャブ号、セダン車とともに、ボランティア協

会の看板を掲げ、街道の大勢の市民の皆さんに協会の

ＰＲを！ パレードのアナウンスでも、ハンディキャブ

活動や傾聴活動などをアピールしました。  （恒藤） 

 Twitter 

 お仲間が 
増えました！ 



                      

ぼらんてぃあ通信  

 
 
 

 

市
民
桜
ま
つ
り
が
終
わ
り
、
早
、
葉
桜
の
季
節
を
迎
え
ま

し
た
。
四
月
十
日
（
火
）
午
後
、
県
立
上
溝
高
校
通
用
門
前

に
あ
る
交
流
の
家
「
ぶ
ら
っ
と
上
溝
」
で
開
か
れ
て
い
る
折

り
紙
教
室
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。
す
で
に
制
作
が
始
ま
っ
て

い
て
、
部
屋
の
中
か
ら
楽
し
そ
う
な
明
る
い
声
が
聞
こ
え
て

き
ま
す
。 

 

「
ぶ
ら
っ
と
上
溝
」
は
元
接
骨
院
の
建
物
を
改
装
し
て
、

地
域
福
祉
活
動
や
住
民
の
交
流
の
場
と
し
て
上
溝
地
区
社

会
福
祉
協
議
会
が
運
営
し
て
い
ま
す
。
平
成
二
十
八
年
五
月

に
オ
ー
プ
ン
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
か
月
の
行
事
予
定
表
に
は
絵
手
紙
教
室
、
み
ん
な
の
食

堂
、
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
、
骨
盤
体
操
教
室
、
折
り
紙
教
室
な

ど
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
す
べ
て
の
人
対
象
の
催
し

が
の
っ
て
い
ま
し
た
。
四
月
の
予
定
は
十
一
の
行
事
が
目
白

押
し
。
そ
の
中
で
「
折
り
紙
教
室
」
は
こ
の
欄
で
取
り
上
げ

た
こ
と
が
な
く
興
味
を
持
ち
ま
し
た
（
私
も
教
わ
り
た
い
。 

高
齢
者
施
設
で
行
っ

て
い
る
手
芸
教
室
の

ヒ
ン
ト
に
し
た
い
と

の
欲
も
手
伝
っ
て

…
）。
教
え
て
く
だ
さ

る
の
は
山
崎
紀
子

の

り

こ

さ

ん
。
以
前
訪
問
し
た

「
星
が
丘
地
区
い
こ

い
の
広
場
」
で
も
折
り 

 

紙
を
教
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ

て
同
行
の
杉
﨑
さ
ん
は
よ
く

ご
存
知
で
し
た
。
定
員
十
五

名
の
予
約
制
で
す
が
直
接
来

ら
れ
た
方
も
い
て
、
十
八
名

（
す
べ
て
女
性
）
が
三
テ
ー

ブ
ル
に
分
か
れ
て
か
ぶ
と
を

折
っ
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も 

の
頃
新
聞
紙
で
折
っ
て
か
ぶ
っ
て
遊
ん
だ
か
ぶ
と
と
違
っ

て
、
ス
マ
ー
ト
な
形
で
初
め
て
目
に
し
た
折
り
方
で
し
た
。

三
角
す
い
の
よ
う
な
形
の
台
も
折
っ
て
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
飾

れ
ま
す
。 

「
季
節
の
も
の
に
こ
だ
わ
っ
た
作
品
を
心
が
け
て

い
ま
す
」
と
山
崎
さ
ん
の
お
話
。
一
足
早
く
五
月
の
さ
わ
や

か
な
風
を
感
じ
ま
し
た
。
一
か
月
飾
っ
て
お
け
ま
す
ね
（
一

組
い
た
だ
い
た
の
で
、
そ
れ
を
お
手
本
に
帰
っ
て
か
ら
早
速

折
っ
て
二
組
ゲ
タ
箱
の
上
に
飾
り
ま
し
た
）。 

折
り
紙
教
室

は
二
月
か
ら
始
ま
っ
て
今
日
が
三
回
目
だ
そ
う
で
す
。
毎
回

参
加
さ
れ
る
常
連
さ
ん
も
多
く
お
ら
れ
ま
し
た
。
壁
に
は
三

月
制
作
の
桜
の
花
の
小
皿
が
飾
っ
て
あ
り
す
て
き
で
し
た
。 

 

隣
室
で
コ
ー
ヒ
ー
カ
フ
ェ
「
か
ふ
ぇ
み
ぞ
」
が
開
か
れ
て

い
て
本
格
的
な
お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
を
ご
ち
そ
う
に
な
り
ま

し
た
。
毎
月
第
二
～
第
五
の
火
曜
日
に
開
か
れ
て
い
ま
す
。

カ
フ
ェ
に
携
わ
っ
て
お
ら
れ
る
五
名
の
ス
タ
ッ
フ
の
内
、
塩

田
さ
ん
と
福
岡
さ
ん
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
の
仲
間
。
折
り

紙
教
室
の
皆
さ
ん
が
お
帰
り
に
な
っ
た
あ
と
、
上
溝
地
区
社

会
福
祉
協
議
会
磯い

そ

会
長
に
、
設
立
ま
で
の
こ
と
、
運
営
方
法

な
ど
伺
い
ま
し
た
。「
昔
の
縁
側
み
た
い
に
地
域
の
人
が
自
然

と
知
り
あ
っ
て
仲
良
く
な
れ
る
場
所
」「
不
特
定
多
数
の
人
が

集
え
る
事
業
」「
お
と
し
よ
り
か
ら
子
ど
も
ま
で
」
を
モ
ッ
ト

ー
に
日
曜
日
以
外
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が
開
か
れ
て
お
り
、
地

域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
団
体
の
方
が
当
番
と
し
て
朝
九
時
半 
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か
ら
夕
方
四
時
ま
で
受
付
や
建
物
の
日
常
の
管
理
を
し
て
い

る
そ
う
で
す
。
私
達
が
見
学
し
て
い
る
と
き
も
「
当
番
に
ご
協

力
下
さ
い
！
」
の
チ
ラ
シ
を
見
て
来
ら
れ
た
方
が
い
ま
し
た
。 

 

今
日
は
な
つ
か
し
い
仲
間
に
会
え
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会

設
立
当
時
の
こ
と
、
養
成
講
座
や
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
の

こ
と
な
ど
昔
話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
杉
﨑
・
三
十
尾
） 

 

＊
「
ぶ
ら
っ
と
上
溝
」 

中
央
区
上
溝
６ - 

２ - 

１
６ 

＊
問
い
合
わ
せ
先 

 

上
溝
地
区
社
会
福
祉
協
議
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
上
溝
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
内
） 

 
 

 
 

  
 

電
話 

 

０
４
２ - 

７
０
３ - 

９
３
９
０ 

 
 

 
 

  
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
４
２ - 

７
６
１ - 

１
２
４
９ 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
グ
ル
ー
プ
訪
問
記 

   

「
ぶ
ら
っ
と
上
溝
」
折
り
紙
教
室 

 
 

風
薫
る
五
月
を
先
取
り 

 

―
か
ぶ
と
作
り
― 

№ 437  

５月の記念日は？               
小倉義男 

5月16日、旅の日です。 

松尾芭蕉が「奥の細道」に旅立った日が 1689

年のこの日（旧暦元禄2年3月27日）にちな

み、1988年に日本旅のペンクラブが提唱。 

５月のゴールデンウィーク 

も終わって、花粉症もよう 

やく終わり、梅雨が始まる 

までの間、実際に旅に出る 

にはいい時期ですね。(o^^o) 

           小倉画 

 

上溝地区社協会長磯氏（右）と 
事務局担当（支援員）の大湊さん 

絵手紙は年賀状に！ 

皆さんお上手です！ 



 ぼらんてぃあ通信 
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相
模
原
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
ク
ラ
ブ 

 
 

 
 

 

「
て
ふ
ー
き
ん
」 

ほ
っ
こ
り 

な
♡
ぼ
ら
ん
て
ぃ
あ
（
９
）

 

漢
字
で
書
く
と
手
風
琴
、
又
の
名
を
ア
コ
ー
デ
ィ

オ
ン
、
そ
ん
な
名
前
が
私
達
の
ク
ラ
ブ
名
で
す
。
定

年
を
迎
え
何
か
変
わ
っ
た
人
生
を
歩
も
う
と
音
楽
好

き
な
仲
間
と
出
会
い
、
私
達
が
始
め
た
ア
コ
ー
デ
ィ

オ
ン
演
奏
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
始
ま
り
で

す
。
そ
れ
か
ら
今
年
で
十
六
年
に
も
な
り
ま
し
た
。 

初
め
の
頃
は
勝
手
が
解
ら
ず
失
敗
、
脱
線
の
連
続

で
し
た
。
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
の
魅
力
は
電
気
も
要
ら

な
い
、
音
量
も
大
き
く
、
持
ち
運
び
が
出
来
、
一
人

二
役
の
演
奏
が
出
来
る
メ
ジ
ャ
ー
な
楽
器
で
す
。 

活
動
場
所
は
相
模
原
市
全
域
で
主
に
老
人
ホ
ー
ム

や
介
護
施
設
で
の
演
奏
、
歌
唱
指
導
な
ど
で
す
。
他

に
地
域
自
治
会
行
事
で
の
出
前
演
奏
の
依
頼
も
あ
り

ま
す
。
施
設
の
訪
問
を
続
け
て
い
る
と
音
楽
の
力
は

大
き
い
な
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

ベ
ッ
ト
の
上
で
一
生
懸
命
顔
を
向
け
て
い
た
り
、

目
を
閉
じ
て
い
て
も
手
で
リ
ズ
ム
を
取
っ
て
い
た

り
、
体
を
動
か
し
た
り
（
踊
っ
た
り
）
感
じ
方
は
人

に
よ
っ
て
違
う
が
演
奏
し
な
が
ら
皆
さ
ん
の
表
情
を

見
て
い
る
と
心
の
動
き
が
感
じ
取
れ
る
。
私
達
も
皆

さ
ん
が
楽
し
く
歌
っ
て
い
る
姿
を
見
て
い
る
と
反
対

に
パ
ワ
ー
を
頂
く
事
も
あ
り
ま
す
。 

歌
の
内
容
も
童
謡
、
唱
歌
、
ナ
ツ
メ
ロ
、
演
歌
な

ど
リ
ク
エ
ス
ト
に
合
わ
せ
て
い
る
。
歌
詞
カ
ー
ド
は

施
設
側
で
準
備
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。 

  

私
達
は
今
こ
の
歳
に
な
っ
て
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
が
あ
っ
て
幸
せ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
訪
問
先
の
皆
さ
ん

が
何
時
も
明
る
く
元
気
が
出
る
よ
う
に
、
私
達
も
元
気
で

演
奏
活
動
を
続
け
て
行
き
ま
す
。 

「
て
ふ
ー
き
ん
」
代
表 

中
里
竹
男 

代表の中里さんはフラダンスボランティア「プルメリア」（昨年 11 月号で紹介）

にも参加しており、多忙なボランティア活動をされている。 

 
相模原アコーディオンクラブ「てふーきん」代表  中里  竹男さん  
問合せ；中央ボランティアセンター  
℡042-786-6181(いるかバンク ) 

 

四
月
四
日
（
水
）
十
三
時
半
よ
り
（
理
事
七
名
出
席
） 

 

一
．
報
告
事
項 

◆
広
報
委
員
会 

・
ぼ
ら
通
部
会
：
四
月
よ
り
紙
面
構
成
が
変
わ
る
。 

四
月
の
七
頁
は
理
事
の
つ
ぶ
や
き
と
会
員
紹
介
を 

交
互
に
掲
載
。 

・
情
報
部
会 

：
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
構
成
を
改
善
。 

 

ト
ピ
ッ
ク
ス
を
先
頭
に
大
見
出
し
を
変
更
し
た
。 

◆
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ブ
委
員
会 

 

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ブ
十
一
号
車
の
カ
バ
ン
受
け
渡
し 

方
法
の
改
善
と
新
規
委
員
就
任
の
依
頼
を
し
た
。 

◆
事
務
局
委
員
会 

 

電
話
回
線
の
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、
電
話
機
の 

ナ
ン
バ
ー
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
表
示
を
決
定
。 

◆
総
合
企
画
委
員
会 

 

ボ
ラ
協
の
課
題
継
続
検
討
。 

◆
講
座
検
討
委
員
会 

 

七
月
の
講
座
内
容
を
検
討
。
五
コ
ー
ス
と
し
、 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
実
施
す
る
。 

◆
傾
聴
委
員
会 

 

新
人
も
加
え
交
流
会
を
実
施
し
た
。 

二
．
審
議
事
項 

・
総
会
議
案
書
の
審
議
及
び
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー 

ル
の
確
認
。 

・
総
会
招
集
対
象
会
員
の
確
認
。 

・
外
部
会
議
等
担
当
の
決
定
。 

・
理
事
会
の
日
程
と
当
番
理
事
の
確
認
。 

 

 

理
事
会
報
告 

―４― 



視
覚
障
が
い
者
の
理
解 

入
門
講
座 

 日
時
：
六
月
十
日(

日)

午
後
一
時
半
～
四
時 

場
所
：
南
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
二
階
情
報
交
換
ル
ー
ム 

内
容
：
視
覚
障
が
い
者
へ
の
接
し
方
と
誘
導
の
基
本 

定
員
：
二
十
五
人 

先
着
順 

費
用
：
三
百
円
（
保
険
お
よ
び
資
料
代
） 

申
込
：
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル 

申
込
・
問
合
先
：
さ
さ
の
会 

 

肥
田
（
ひ
だ
） 

 

℡
０
９
０
・
８
１
０
３
・
２
１
２
６ 

メ
ー
ル
：s

h
ig

a
-k

2
2

3
p
s
n

@
d
o
c
o
m

o
.n

e
.jp

 

イ
ベ
ン
ト
情
報 

◆事業内容 

♡訪問治療院 

（からだ元気治療院 相模原相南店） 

 ・健康保険の使える訪問治療院 

♡通所介護事業所 

（リハビリテーション颯 相模原/新磯野） 

 ・リハビリ特化型のデイサービス 

♡整体院 

（整体院 相ケア～aicare～） 

 ・腰痛専門の整体院 

ベ
て
る
の
家
の 

当
事
者
研
究
実
践
講
座
㏌
町
田 

 日 

時
：
六
月
十
六
日
（
土
） 

午
前
の
部
：
十
時
～
正
午 

 

午
後
の
部
：
一
時
～
三
時
半 

場 

所
：
町
田
市
民
ホ
ー
ル 

第
四
会
議
室 

内 

容
：
精
神
障
が
い
が
あ
る
方
の
当
事
者
研
究
会 

午
前
：
【
講
演
】
当
事
者
研
究
が
育
む
『
メ
タ

認
知
』
の
世
界 

講
師 

 

 

午
後
：
【
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
】 

『
ひ
と
ご
と
メ
ソ
ッ
ド
』
を
体
験
し
よ
う
！ 

 
 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

向
谷
地  

生
良 

氏 

 

定 

員
：
七
十
人 

先
着
順 

費 

用
：
午
前
・
午
後
各 

当
事
者
：
五
百
円
、 

 

一
般
：
三
千
円
、
ウ
レ
シ
バ
会
員
：
二
千
五
百
円 

申 

込
：
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て 

申
込
・
問
合
せ
： 

相
模
原
・
町
田
べ
て
る
の
集
い 

 

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
４
２
・
７
６
５
・
８
６
１
８ 

 

子
ど
も
立
ち
寄
り
学
び
処
横
山 

楽
し
く
学
ん
で 

楽
し
く
遊
ぼ
う
！ 

   

い
つ
か
ら
：
平
成
三
十
年
五
月
三
日
か
ら 

 
 

毎
週
木
曜
日
（
当
面
は
隔
週
木
曜
日
） 

時 

間
：
午
後
四
時
半
～
七
時
半
ま
で 

と
こ
ろ
：
横
山
団
地
第
一
集
会
所
（
く
つ 

ろ
ぎ
亭
横
山
）
長
久
保
第
一
公
園 

対 

象
：
小
学
生
と
し
ま
す 

 

会 

費
：
無
料
（
お
や
つ
を
用
意
し
ま
す
） 

 事
業
の
主
催
団
体 

男
性
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
横
山 

「
ゼ
ロ
ツ
ウ
／
テ
ン
」 

 

連
絡
先 
笹
野 

賢
司 

 

℡
０
９
０
・
９
３
１
２
・
６
１
３
９ 

 
 

 
 

 

☆
社
会
福
祉
協
議
会
「
子
ど
も
す
こ
や 

か
」
育
成
事
業 

（
申
請
予
定 

） 

 

小
学
校
の
放
課
後
に
於
け
る
、
子
ど
も

の
居
場
所
・
地
域
環
境
づ
く
り
を
考
え
、

男
性
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
横
山
ゼ
ロ
ツ
ウ
／

テ
ン
」
は
、
今
回
こ
の
事
業
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
是
非
お
い
で
く
だ
さ
い
。 

 

内
容
は
、
宿
題
学
び
、
復
習
学
び
、 

合
い
間
で
の
囲
碁
・
将
棋
学
び
、
遊
び 

な
ど
も
。 

 

               

 私共は、高齢時代の現代を支えるべ 

く、個々の心身の状態に合わせたサー 

ビスの追究を行い「活動的（active）」 

「積極的（positive）」「計画的 

（conceptive）」な人生や命を育むこ 

とをご支援させて頂きます。そのため 

安心・安全・高品質なサービスはもち 

ろんですが、ご利用者様の目標を一人 

ずつ個別に設定し、その目標達成に向 

けご満足いただけるサービスを目指し 

ご支援をさせて頂きます。目標を持ちその時々に合

わせたサービスを提供することで健康的な命や人

生が育まれる仕組みを創造します。 

具体的には、ご自身である程度の行動は出来るが

痛み等により十分な活動が出来ない方には「整体院

相ケアでの施術」を、ご家庭での活動や社会参加等

の外出が不自由になって来た方には「リハビリテー

ション颯（そう）でのリハビリ」を、またそれ以上

に在宅生活に問題がある方には「からだ元気治療院

の訪問治療」を提供させて頂いております。 

 今後とも、幅広くみなさまの健康寿命延伸のご期

待に応えるべく、全社員で邁進していく所存であり

ます。お問い合わせはお気軽にご連絡下さい。 

 

志賀 祐介さん 

相模原市で活躍する会社紹介 

№.437 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ぼらんてぃあ通信  

 

 

 

―５― 

株式会社 ライフティブ 

代表取締役 志賀
し が

 祐
ゆう

介
すけ

さん（３０歳） 

日本青年会議所関東地区 神奈川ブロック協議会 

2018年度 ブロック大会運営委員会 総括幹事 

本社：〒252-0316 南区双葉 2-15-3(1 階) 

電話：042-767-7110  

児 

童 

募 

集 

中 

 

向
谷
地

む
か
い
や
ち 

生
良

い
く
よ
し 

氏 

その時その人に合った サービスを創造し健康命を育む 

ゲ
ス
ト 

大
矢

お
お

や 

英
明

ひ
で
あ
き 

氏
（
べ
て
ぶ
く
ろ
） 

代 
表 
二
本
柳

に
ほ
ん
や
な
ぎ 

亮
ま
こ
と 

 



―６－ 

ボランティア協会  ５月のよてい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 社 協 事 業 紹 介  （その１） 

ぼらんてぃあ通信 

 
 
 

2018．4．24 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
員
の
皆
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
！ 

相
模
原
市
で
は
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
、
自

治
会
、
地
区
社
協
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
さ
ま

が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
福
祉
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
市
と
市
社
協
も
、
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
を
得
て

様
々
な
福
祉
事
業
を
展
開
し
「
み
ん
な
で
支
え
合
い 

地

域
の
力
が
育
む 

人
に
や
さ
し
い
ま
ち 

さ
が
み
は
ら
」

を
共
通
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、
地
域
福
祉
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

今
号
か
ら
、
紙
面
を
お
借
り
し
て
市
社
協
が
取
り
組

む
福
祉
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。
第
一
回
は
平
成
三
十
年

度
の
基
本
方
針
と
、
重
点
的
な
取
り
組
み
で
す
。
ち
ょ

っ
と
固
い
記
事
に
な
り
ま
す
が
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。 

 

◎
基
本
方
針
（
要
旨
） 

 

超
高
齢
社
会
を
迎
え
、
支
援
が
必
要
な
お
年
寄
り
が

増
え
て
い
る
こ
と
や
、
社
会
的
孤
立
、
子
供
の
貧
困
な

ど
官
民
協
働
で
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
社
協
で
は
「
地
域
で
困
り
ご
と
を
相
談
、
解
決
で
き

る
仕
組
づ
く
り
」
を
進
め
る
た
め
、
現
在
二
十
二
地
区

に
担
当
職
員
（
Ｃ
Ｓ
Ｗ
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
）
を
配
置
し
、
個
々
の
生
活
上
の
困
り
ご
と

を
受
け
止
め
な
が
ら
、
民
生
委
員
や
地
区
社
協
等
と
解

決
方
法
を
相
談
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
子
供
の
居
場
所
（
子
ど
も
食
堂
、
無
料
学
習

塾
等
）
づ
く
り
や
ひ
き
こ
も
り
支
援
な
ど
に
取
り
組
む

市
民
活
動
団
体
と
連
携
し
、
地
域
で
の
孤
立
の
防
止
等

を
図
り
ま
す
。 

 

認
知
症
や
障
が
い
等
で
判
断
能
力
が
十
分
で
な
い

方
々
へ
の
支
援
は
、
日
常
の
金
銭
管
理
や
法
人
に
よ
る

成
年
後
見
な
ど
「
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
」
が
担
っ
て
き

ま
し
た
が
、
こ
の
度
「
さ
が
み
は
ら
成
年
後
見
・
あ
ん

し
ん
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
権
利
擁

護
の
総
合
的
な
支
援
を
目
指
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

 

こ
う
し
た
事
業
を
通
し
て
「
み
ん
な
で
支
え
合
い 

 

地
域
の
力
が
育
む 

人
に
や
さ
し
い
ま
ち 

さ
が
み
は
ら
」 

の
実
現
を
目
指
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
。 

 

◎
重
点
的
な
取
組
（
要
旨
） 

①
地
域
で
困
り
ご
と
を
相
談
、
解
決
で
き
る
仕
組
づ
く
り 

 

を
進
め
ま
す 

 
 

二
十
二
地
区
が
推
進
す
る
「
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形 

 

成
事
業
」
と
Ｃ
Ｓ
Ｗ
が
連
携
し
、
地
域
の
課
題
解
決
力 

 

の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
の
生
活
支
援 

や
介
護
予
防
の
仕
組
づ
く
り
は
、
地
区
社
協
等
の
取
り 

組
み
や
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
進
め
ま
す
。 

②
高
齢
者
、
障
が
い
者
等
の
権
利
擁
護
を
進
め
ま
す 

 
 

認
知
症
高
齢
者
や
障
が
い
者
等
の
身
上
保
護
や
金
銭 

管
理
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
成
年
後
見
専
門
相
談
の
充 

実
を
図
り
制
度
の
普
及
を
促
進
す
る
と
共
に
、
市
民
後 

見
人
の
養
成
、
活
動
支
援
等
に
取
り
組
み
ま
す
。 

③
生
活
困
窮
者
の
支
援
を
進
め
ま
す 

 
 

生
活
困
窮
者
の
自
立
、
社
会
参
加
は
「
生
活
困
窮
者 

 

支
援
団
体
応
援
事
業
」、
子
ど
も
食
堂
や
無
料
学
習
塾 

の
支
援
は
「
子
ど
も
健
や
か
育
成
事
業
」
で
対
応
し
ま 

す
。
子
ど
も
の
居
場
所
を
創
設
す
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー 

や
手
引
き
の
作
成
な
ど
も
行
い
ま
す
。 

④
福
祉
の
土
壌
づ
く
り
を
進
め
ま
す 

 
 

福
祉
啓
発
事
業
と
し
て
「
ご
近
所
お
む
す
び
サ
ポ
ー 

 

タ
ー
」
を
広
め
ま
す
。
ま
た
高
校
生
が
将
来
の
福
祉
人 

材
と
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
「
高
校
等
キ
ャ
リ
ア
教
育 

推
進
事
業
」
を
推
進
し
ま
す
。
さ
ら
に
財
源
支
援
で
の 

福
祉
活
動
へ
の
参
加
の
形
と
し
て
「
特
定
目
的
基
金
」 

へ
の
ご
寄
付
や
「
遺
贈
」
の
普
及
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。 

  

次
回
か
ら
は
事
例
等
を
通
し
て
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
市
社
協
福
祉
推
進
課
ま
で
ど
う
ぞ
！ 

日 時 間 内 容 日 時 間 内 容 

7(月) 13 時～ ぼら通部会 20(日) 総会終了後 定例理事会 

11(金)  黄色いレシート 
 キャンペーン 

28(月) 13 時～ ぼら通印刷 

12(土) 13 時～ 事務局委員会 29(火) 13 時～ ぼら通発送 

19(土) 10 時～ ハンディキャブ委員会 30(水) 13 時半～ 傾聴委員会 

20(日) 13 時～ 平成 30 年度総会    

 



                      

ぼらんてぃあ通信  
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№ 437 

無
我
夢
中
で
過
ご
し
た
生
活 

 

町
田
紘
一 

先
日
富
士
見
小
と
大
野
小
の
生
徒
か
ら
招
待
状
が
届
き
、
二

人
で
出
か
け
て
き
た
。
富
士
見
小
は
四
年
生
の
二
分
の
一
成
人

式
、
子
供
た
ち
の
司
会
進
行
で
、
十
歳
ま
で
育
て
て
く
れ
た
感

謝
の
言
葉
が
語
ら
れ
、
逞
し
さ
が
感
じ
ら
れ
、
私
は
初
め
て
の

経
験
で
感
激
し
た
。
大
野
小
は
三
年
生
の
バ
ン
ブ
ー
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
。
竹
で
作
る
小
道
具
や
楽
器
、
食
器
、
ゲ
ー
ム
、
大
き

な
竹
と
ん
ぼ
な
ど
。
そ
れ
ぞ
れ
に
工
夫
し
た
研
究
な
ど
が
展
示

さ
れ
、
実
演
や
説
明
に
招
待
者
は
夢
中
に
さ
せ
ら
れ
た
。
最
後

に
竹
を
使
っ
た
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
。
ハ
ワ
イ
や
タ
イ
で
見
た

こ
と
の
あ
る
伝
統
芸
能
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
演
奏
を
三
年
生
の

子
供
た
ち
だ
け
で
。
ア
ン
コ
ー
ル
を
す
る
ほ
ど
素
晴
ら
し
い
演

奏
で
、
劇
場
に
い
る
よ
う
な
雰
囲
気
だ
っ
た
。 

先
日
、
孫
の
小
学
校
卒
業
式
に
参
列
し
た
が
、
卒
業
生
一
人

一
人
に
将
来
の
抱
負
を
話
し
て
も
ら
い
、
卒
業
証
書
を
渡
す
。

子
供
の
自
主
性
と
協
調
性
を
引
き
出
す
教
育
を
目
指
し
て
い
る

事
が
分
か
り
、
時
代
の
変
化
を
感
じ
た
。 

こ
の
よ
う
な
経
験
が
出
来
た
の
は
、
私
の
妻
が
小
中
学
校
で

福
祉
講
話
を
し
、
子
供
た
ち
に
囲
ま
れ
、
親
近
感
を
持
っ
て
も

ら
え
た
事
に
よ
り
二
人
で
来
て
、
と
の
招
待
状
だ
っ
た
。
妻
は
、

年
数
回
小
中
学
校
の
福
祉
講
話
に
呼
ば
れ
て
お
り
、
緑
風
園
に

も
時
々
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
紙
芝
居
や
オ
カ
リ
ナ
の
お
手
伝
い
に 

出
か
け
て
い
る
。 

来
年
十
月
で
結
婚
五
十
年
、
妻
の
健
常
生
活
五
年
間
、
楽

し
い
子
供
二
人
と
の
生
活
も
突
然
の
入
院
と
死
の
宣
告
。
病

院
で
の
処
方
箋
は
お
釈
迦
様
の
お
言
葉
と
痛
み
止
め
。
車
い

す
生
活
四
十
四
年
。
入
院
も
二
十
回
近
く
、
施
術
も
大
小
十

回
以
上
。
頑
張
り
屋
の
妻
、
親
戚
か
ら
の
反
対
を
押
し
の
け
、

車
の
免
許
を
取
り
、
五
年
間
老
人
福
祉
相
談
員
、
車
い
す
友

の
会
の
女
性
部
部
長
、
会
長
、
ボ
ラ
協
の
広
報
の
手
伝
い
、

小
中
学
校
の
福
祉
講
話
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
の
お
手
伝

い
。
ボ
ラ
活
動
で
多
く
の
人
と
の
出
逢
い
が
あ
り
、
充
実
し

た
人
生
を
経
験
し
た
よ
う
だ
。 

私
は
、
家
庭
を
守
る
た
め
、
子
供
二
人
の
学
費
と
家
の
ロ

ー
ン
、
家
計
を
支
え
る
必
要
上
、
勤
め
て
い
た
会
社
を
辞
め
、

妻
と
子
供
の
面
倒
を
見
て
の
仕
事
を
模
索
し
た
が
自
宅
で
の

仕
事
は
無
理
。
友
人
か
ら
代
々
木
に
来
い
と
の
誘
い
で
決
断
。

あ
と
は
ボ
ラ
さ
ん
や
福
祉
の
人
に
お
願
い
。
仕
事
の
仲
間
に

も
恵
ま
れ
、
新
宿
や
六
本
木
の
有
名
ホ
テ
ル
の
設
計
に
〝
㈱

ま
ち
だ
設
備
設
計
″
で
参
加
す
る
事
が
出
来
、
全
国
の
有
名

旅
館
の
設
計
に
も
参
加
、
以
前
勤
め
て
い
た
事
務
所
で
の
沖

縄
海
洋
博
の
水
族
館
や
国
立
能
楽
堂
、
ネ
パ
ー
ル
の
国
立
病

院
の
設
計
と
工
事
の
監
理
等
、
自
慢
で
き
る
仕
事
が
出
来
た

事
を
誇
り
に
思
っ
て
い
る
。 

妻
と
出
か
け
た
旅
行
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ツ
ア
ー
は
、

国
内
で
は
乗
れ
な
い
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
に
車
い
す
の
仲

間
を
乗
せ
た
こ
と
、
段
差
で
車
い
す
か
ら
落
ち
た
時
に
大
勢

の
人
が
私
に
妻
の
状
況
を
確
認
し
助
け
て
く
れ
た
事
、
ツ
ア

ー
か
ら
外
れ
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
で
本
物
の
オ
ペ
ラ
を
鑑
賞
。
ハ

ワ
イ
で
は
デ
ィ
ナ
ー
ク
ル
ー
ズ
や
ハ
ワ
イ
ア
ン
シ
ョ
ー
で
感

激
、
そ
れ
に
ハ
ワ
イ
航
空
の
機
内
で
妻
を
抱
え
て
移
乗
し
た 

時
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
デ
ス
が
拍
手
喝
采
し
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ

ス
席
に
勧
め
ら
れ
た
事
。
韓
国
、
台
湾
の
楽
し
い
思
い
出
。 

利
尻
礼
文
の
旅
は
〝
わ
く
わ
く
二
十
三
号
〟
に
書
い
た
通

り
楽
し
か
っ
た
こ
と
。
妻
の
状
態
で
は
列
車
は
使
え
な
い

為
国
内
は
マ
イ
カ
ー
で
の
旅
。
長
時
間
の
座
位
は
無
理
な

の
で
後
部
に
布
団
を
敷
き
寝
て
の
旅
。
私
が
寝
て
、
妻
が

運
転
の
時
も
あ
る
。
娘
が
長
崎
に
い
た
為
、
三
回
色
々
な

コ
ー
ス
で
九
州
へ
の
旅
も
出
来
た
。 

私
個
人
も
仕
事
の
関
係
で
ネ
パ
ー
ル
（
招
待
さ
れ
た
家

で
の
現
地
の
イ
ン
ド
カ
レ
ー
と
田
舎
の
風
景
に
感
激
）、
バ

ン
コ
ッ
ク
、
米
国
西
海
岸
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
ペ
ン
シ

ル
ベ
ニ
ア
（
製
品
検
査
で
田
舎
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
招
待
さ

れ
た
事
も
）
爆
破
テ
ロ
の
翌
年
で
、
現
場
を
見
る
事
が
出

来
、
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
で
ジ
ョ
ギ
ン
グ
も
、
心
に
残
る

思
い
出
と
な
っ
た
。
国
内
で
は
東
京
、
大
阪
、
京
都
、
福

岡
の
某
外
資
系
ホ
テ
ル
の
オ
ー
プ
ン
前
試
泊
に
妻
を
連
れ

て
行
き
、
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
雰
囲
気
を
味
わ
え
た
。 

車
い
す
友
の
会
の
旅
で
は
、
普
段
入
る
こ
と
が
出
来
な

い
車
い
す
の
仲
間
を
大
浴
場
に
入
れ
て
喜
ん
で
も
ら
え
た

事
も
私
の
喜
び
で
あ
る
。 

現
在
精
神
作
業
所
で
毎
日
午
後
働
い
て
い
る
。
私
に
文

才
が
あ
っ
た
ら
稀
有
な
楽
し
い
二
人
の
人
生
を
執
筆
し
た

い
と
思
う
が
・
・
・
こ
れ
か
ら
は
、
家
内
の
体
調
を
考
え
、

子
供
、
孫
と
の
交
流
や
ご
近
所
と
の
付
き
合
い
な
ど
、
ゆ

と
り
の
あ
る
生
活
を
、
と
願
っ
て
い
る
。 

 

＊
次
回
の
「
理
事
の
つ
ぶ
や
き
」
は
六
月
号
に
予
定
し
て

い
ま
す
。
お
楽
し
み
に
。 

 

理
事
の
つ
ぶ
や
き 

今
月
か
ら
紙
面
構
成
変
更
の
た
め
、
久
し
振
り
に
、
理
事
さ

ん
に
つ
ぶ
や
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た 



                      

ぼらんてぃあ通信  

 
 
 ボ ラ ン テ ィ ア さ ん 募 集 ！  

 

連絡・問い合わせ先 

相模原ボランティア協会あじさい連絡所 ： 電話 ０４２（７５９）７９８２ 

相模原市社協 中央ボランティアセンター： 電話 ０４２（７８６）６１８１ 

 

ボラ協会員数 / 正会員 1２５ 名 ・ 賛助会員（個人）３ 名 （法人）1団体 （４月1７日現在 ） 
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《 

今
月
の
イ
ラ
ス
ト …

春
よ
来
い
！ 

》 

 
 

編
集
後
記 

桜
吹
雪
と
共
に
新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

今
年
は
桜
の
開
花
が
早
く
、
桜
ま
つ
り
は
若
葉
ま

つ
り
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
け
や
き
の
新

緑
は
ま
ぶ
し
く
、
勢
い
が
あ
り
ま
す
。 

我
が
ぼ
ら
ん
て
ぃ
あ
通
信
も
、
今
年
度
か
ら
内

容
が
少
し
変
わ
り
ま
す
。「
会
員
探
訪
」
？
等
ど

ん
な
記
事
に
な
る
か
楽
し
み
で
す
。 

乞
う
ご
期
待
！
！ 

 
 

 
 

 
 

 

（
石
） 

2018. 4. 24 

毎月、ぼらんてぃあ通信にイラストを

描いていただいている山口尚美さんの

イラストが、講談社「本づくりプロジェ

クト」の第１弾に採用されました。 

三浦明博氏著「集団 

探偵」のカバーを、素 

敵なイラストで飾って 

いらっしゃいます。 

本当におめでとうご 

ざいます。 

介護病棟入院中の患者さんへの日課活動のボランティア 

内  容 介護療養病棟入院中の患者さんへのお茶出し、ドライヤーかけ、レクリエーション

のお手伝い等 

日  時 毎週月・水・土曜日の午後1時15分から30分程度 

場  所 総合相模更生病院（相模原市中央区小山3429） 

 

 

   

夏
草 

 
 

 
 

 
 

 
 

津
村
信
夫 

父
を
喪
っ
て
か
ら 

私
に
初
め
て
の
夏
が
来
ま
し
た 

草
が
茂
っ
て 

ど
う
か
す
る
と 

私
の
姿
も
隠
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す 

私
は
歩
い
て
ゆ
く
の
で
す 

こ
う
や
っ
て 

あ
れ
ら
の
夏
の
続
き
を
歩
い
て
行
く
の
で
す 

（
空
気
も
冷
え
て
き
ま
し
た 

そ
し
て
も
う
十
分
夏
の
外
気
に
は
言
葉
が
み
ち

て
い
ま
す
） 

私
の
視
界
に
は
畑
と
丘
の
間
に 

ぽ
っ
か
り
と
口
を
開
い
て 

沼
が
白
く
に
ぶ
く
光
っ
て
い
ま
し
た 

 

＊
障
が
い
者
の
方
が
書
か
れ
た
詩
で
す
。 

 

「
わ
く
わ
く 

２
０
１
７ 

夏
号
」
に
掲
載
。 

おめでとう 

ございます！ 
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